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宮
崎
市
「
マ
チ
ナ
カ
３
０
０
０

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
10
年
間
で

ま
ち
な
か
に
３
０
０
０
人
の
雇
用

を
増
や
し
、
そ
の
経
済
活
動
に
よ

り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
、

雇
用
拡
大
ス
キ
ー
ム
で
す
。
企
業

誘
致
、
創
業
支
援
、
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
、
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
建
設
促
進
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
支

援
等
の
総
合
的
な
戦
略
で
す
。
こ

う
し
た
中
心
市
街
地
に
働
く
人
を

呼
び
込
む
新
た
な
取
り
組
み
を
取

り
入
れ
、
総
合
的
に
、
そ
し
て
具

体
的
に
雇
用
が
増
え
、
人
が
増
え
、

活
性
化
に
つ
な
が
る
、
中
心
市
街

地
の
雇
用
拡
大
に
焦
点
を
絞
っ
た
、

具
体
的
な
目
標
を
持
つ
、
戦
略
的

な
ス
キ
ー
ム
の
導
入
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

○
環
境
経
済
部
長

　

中
心
市
街
地
の
さ
ら
な
る
雇
用

を
創
出
す
る
た
め
に
は
、
中
心
市

街
地
に
位
置
す
る
企
業
の
さ
ら
な

る
発
展
、
中
心
市
街
地
を
選
ん
で

い
た
だ
け
る
新
た
な
企
業
立
地
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
労
働
・

雇
用
政
策
な
ど
が
必
要
で
す
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
こ
と
に
は
市
内

経
済
の
活
性
化
、
本
市
の
都
市
環

境
、
安
定
し
た
人
材
の
確
保
な
ど

が
必
要
で
あ
り
、
中
心
市
街
地
を

は
じ
め
と
し
た
本
市
全
体
の
魅
力

向
上
が
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
総
合
的

か
つ
横
断
的
な
総
合
振
興
計
画
や
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
下
、
本
市
全
体
の
魅
力
向

上
を
図
る
こ
と
で
、
若
者
や
女
性

が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、
し

っ
か
り
と
中
心
市
街
地
の
雇
用
創

出
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
水
害

の
激
甚
化
を
踏
ま
え
、
春
日
部
市

で
も
速
や
か
な
水
害
軽
減
対
策
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
０
０
ミ
リ
安
心
プ
ラ
ン
等
、

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
具
体
的
な

対
策
と
今
後
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

○
建
設
部
長

　

国
は
、
河
川
整
備
主
体
の
対
策

か
ら
流
域
全
体
で
水
害
を
軽
減
さ

せ
る
治
水
対
策
を
行
う
流
域
治
水

へ
と
転
換
を
進
め
て
い
ま
す
。
本

市
に
お
い
て
も
、
国
が
定
め
た
各

流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画

し
、
流
域
全
体
で
水
害
を
軽
減
さ

せ
る
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
面
の
対
策
は
、
１
０
０

ミ
リ
安
心
プ
ラ
ン
に
代
表
さ
れ
る

河
川
事
業
と
下
水
道
事
業
が
連
携

し
て
実
施
す
る
排
水
路
の
整
備
や

貯
留
施
設
の
整
備
、
ポ
ン
プ
施
設

の
整
備
、
ま
た
、
開
発
行
為
な
ど

に
伴
う
貯
留
浸
透
施
設
の
整
備
の

協
力
、
都
市
部
の
緑
地
な
ど
の
保

全
を
行
う
こ
と
に
よ
る
遊
水
機
能

の
確
保
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
の
対
策
は
、
市
か
ら

迅
速
で
確
実
な
情
報
伝
達
や
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
と
い
っ
た
水

害
リ
ス
ク
情
報
の
充
実
、
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
や
市
民
の
防
災
活

動
な
ど
の
被
害
軽
減
に
向
け
た
体

制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
進
め
て
い
る
１
０
０
ミ
リ
安

心
プ
ラ
ン
の
推
進
に
よ
り
、
新
方

川
及
び
会
之
堀
川
流
域
の
市
街
地

に
お
け
る
浸
水
被
害
は
大
幅
に
軽

減
さ
れ
、
首
都
圏
外
郭
放
水
路
の

効
果
と
併
せ
て
市
全
体
の
治
水
能

力
は
さ
ら
に
大
き
く
向
上
し
ま
す
。

今
後
も
総
合
的
な
治
水
対
策
を
市

内
全
域
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
２
年
２
月
の
職
員
の
時
間

外
勤
務
の
未
払
い
分
の
調
査
票
に

お
い
て
は
大
変
な
驚
き
と
と
も
に

大
変
残
念
な
気
持
ち
で
し
た
。
今

後
は
、
厳
格
な
る
順
守
を
遂
行
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
を
背
景
に
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
多
様
な
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
平
成
30

年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
を
期

間
と
す
る
春
日
部
市
職
員
定
員
管

理
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
未
払
い
期
間
を
含
め
た
期
間

中
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ず
、
現
場
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
よ
る
支

障
も
多
数
発
生
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
重
要
な
課
題
で
す
。

計
画
の
概
要
、
本
市
の
職
員
採
用

試
験
の
取
り
組
み
、
他
自
治
体
の

最
近
の
傾
向
を
伺
い
ま
す
。

○
総
務
部
長

　

本
計
画
で
は
、
適
正
な
職
員
数

を
確
保
し
、
職
員
の
負
担
軽
減
を

図
る
こ
と
で
、
職
場
環
境
づ
く
り

を
進
め
、
各
課
の
業
務
量
お
よ
び

業
務
内
容
に
応
じ
、
職
員
の
増
員

を
図
り
、
適
切
な
人
員
配
置
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
は
埼
玉
県
や

さ
い
た
ま
市
の
試
験
日
程
と
は
別

の
日
程
を
試
験
日
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
受
験
者
数
も
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

近
年
は
、
人
物
重
視
の
傾
向
が

強
ま
っ
て
お
り
、
総
合
能
力
試
験

や
、
総
合
適
性
検
査
、
ス
ポ
ー
ツ

施
策
を
担
う
人
材
を
獲
得
す
る
ス

ポ
ー
ツ
枠
な
ど
、
特
色
あ
る
採
用

試
験
を
実
施
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
ほ
か

○
安
全
を
考
え
た
市
道
計
画
に
つ

い
て

中
心
市
街
地
に
働
く
人
を

増
や
す
、
マ
チ
ナ
カ
企
業

誘
致
の
推
進
に
つ
い
て

春
日
部
市
の
今
後
の

職
員
採
用
に
つ
い
て

中心市街地に働く人を増やそう（イメージ）

春
日
部
市
の
水
害
軽
減
対
策
と

１
０
０

ミ
リ
安
心
プ
ラ
ン

栄
　
　
寛
美

議
員

水
沼
日
出
夫

議
員

武
　
　
幹
也

議
員
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今
年
６
月
に
「
春
日
部
市
総
合

体
育
施
設
整
備
基
本
計
画
」
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ウ
イ

ン
グ
・
ハ
ッ
ト
春
日
部
周
辺
に
体

育
施
設
を
整
備
す
る
と
い
う
計
画

で
す
が
、
こ
の
中
に
プ
ー
ル
の
整

備
に
つ
い
て
の
計
画
は
ど
こ
に
も

あ
り
ま
せ
ん
。
計
画
策
定
に
当
た

っ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
件
数
、
ど

う
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

基
本
計
画
は
、
屋
外
競
技
場
、

旧
谷
原
中
学
校
校
舎
再
利
用
の
宿

泊
施
設
や
交
流
広
場
、
中
野
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
チ
ー
ム
で

行
う
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

水
泳
は
、
水
着
が
あ
れ
ば
個
人

で
誰
で
も
利
用
で
き
る
し
、
大
人

数
で
も
利
用
が
で
き
て
効
率
的
な

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ま
た
、
室
内
プ

ー
ル
は
一
年
中
利
用
で
き
、
学
校

の
水
泳
指
導
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

建
設
に
は
文
科
省
の
交
付
金
が

活
用
で
き
ま
す
。
近
隣
市
町
に
は

プ
ー
ル
が
あ
り
、
20
万
人
以
上
の

都
市
で
公
営
の
プ
ー
ル
が
な
い
の

は
本
市
だ
け
で
す
。
基
本
計
画
に

水
泳
の
施
設
が
な
い
の
は
な
ぜ
な

の
か
、
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、

市
長
に
伺
い
ま
す
。

○
社
会
教
育
部
長

　

１
０
２
人
の
方
か
ら
１
１
１
件

の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

市
民
プ
ー
ル
の
建
設
が
１
０
１
件
、

そ
の
他
が
10
件
で
し
た
。

○
市
長

　

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
踏
ま
え
た

上
で
、
現
在
の
本
市
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
や
社
会
情
勢
を
的
確
に

判
断
し
、
総
合
的
な
視
点
に
立
っ

た
市
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

タクシーを利用する高齢者（イメージ）

　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
心
身
と

も
に
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
と
考
え
ま
す
。
国
が
定
め

る
基
本
方
針
で
は
、
地
域
公
共
交

通
と
福
祉
は
密
接
な
関
係
に
あ
る

た
め
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

部
局
を
横
断
し
た
連
携
の
一
層
の

充
実
を
図
り
、
両
分
野
の
施
策
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
さ

れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
高

齢
者
や
運
転
免
許
返
納
者
が
安
心

し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、

公
共
交
通
を
利
用
し
た
移
動
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
と
あ
り
ま

す
。
本
市
で
も
移
動
の
不
便
解
消

の
た
め
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の

助
成
を
し
た
チ
ケ
ッ
ト
配
布
事
業

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
福
祉
部
長

　

タ
ク
シ
ー
は
高
齢
者
に
と
っ
て

利
便
性
の
高
い
移
動
手
段
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
チ
ケ
ッ

ト
の
配
布
と
な
る
と
、
人
口
の
３

割
以
上
を
高
齢
者
が
占
め
る
現
状

で
は
、
ど
う
し
て
も
特
定
の
方
に

限
定
せ
ざ
る
を
得
ず
、
対
象
年
齢

や
対
象
地
域
の
選
定
を
は
じ
め
、

利
用
者
の
心
身
の
状
態
や
家
族
状

況
な
ど
、
多
く
の
客
観
的
判
断
基

準
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
現
段
階
で
は

難
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
、
交
通
環
境
の
整
備

に
向
け
、
今
後
も
関
係
各
課
と
連

携
し
、
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か

○
高
齢
者
に
も
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

優
し
い
支
援
を

○
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
事

業
に
つ
い
て

総
合
体
育
施
設
整
備
基
本
計
画
に

な

ぜ

プ

ー

ル

は

な

い

の

か

高
齢
者
の
移
動
の
不
便
解
消
を

　

昨
年
の
文
科
省
教
科
書
検
定
は

恣
意
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
、

教
科
書
調
査
官
の
北
朝
鮮
ス
パ
イ

疑
惑
も
国
会
で
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
再
申
請
で
合
格

し
た
自
由
社
を
含
め
た
教
科
書
再

採
択
が
大
和
市
や
小
田
原
市
等
で

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
以
下

伺
い
ま
す
。
①
本
市
で
は
東
京
書

籍
を
使
用
中
だ
が
、
再
採
択
は
行

う
の
か
②
東
京
書
籍
は
、
元
寇
は

「
蒙
古
襲
来
」
と
の
記
述
な
の
に
、

秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
は「
朝
鮮
侵
略
」

と
い
う
の
は
偏
向
的
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
革
命
を
称
賛
し
て

い
る
が
、
実
態
は
経
済
破
綻
。
フ

ル
シ
チ
ョ
フ
秘
密
報
告
で
は
共
産

党
最
高
幹
部
の
７
割
、
代
議
員
の

６
割
が
虐
殺
さ
れ
た
の
に
批
判
的

記
述
が
な
い
こ
と
を
ど
う
思
う
か

③
平
和
問
題
で
広
島
平
和
都
市
法

等
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
自
分
の

国
は
自
分
で
守
る
と
い
う
記
述
が

全
く
な
い
。
防
衛
省
が
今
年
初
め

て
作
成
し
た
小
中
学
生
向
け
防
衛

白
書
を
副
読
本
に
し
て
は
ど
う
か
。

○
学
務
指
導
担
当
部
長

①
再
検
討
し
ま
し
た
が
、
最
終
的

に
昨
年
度
採
択
さ
れ
た
教
科
書
を

採
択
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

○
教
育
長

②
歴
史
認
識
に
は
諸
説
あ
り
、
個

人
個
人
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や

考
え
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
肯
定

す
る
も
の
で
も
否
定
す
る
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
文
科
省
の
検
定

に
合
格
し
た
教
科
書
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
適
正
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

③
ご
意
見
と
し
て
受
け
止
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か

○
第
２
藤
通
り
構
想
に
つ
い
て

中
学
校
歴
史
教
科
書
は

再
採
択
し
、
自
由
社
を

松
本
　
浩
一

議
員

井
上
　
英
治

議
員

荒
木
　
洋
美

議
員



かすかべ議会だより

３年９月定例会号

12

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ
て
感
染

は
防
げ
な
い
が
、
重
篤
化
を
防
ぐ

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
で
あ
れ

ば
、
未
接
種
の
方
の
中
に
は
、
一

刻
も
早
い
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
大
勢
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
で
、
本
市
の
接
種
が

遅
い
と
い
っ
た
市
民
の
方
の
声
が

多
く
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
６
月

定
例
会
で
の
答
弁
で
は
、
さ
い
た

ま
市
に
続
い
て
接
種
が
早
い
と
の

答
弁
が
あ
り
、
そ
れ
を
聞
い
た
市

民
の
方
か
ら
は
、
他
自
治
体
に
お

住
い
の
同
年
代
の
知
人
は
既
に
接

種
を
受
け
た
、
既
に
予
約
が
取
れ

た
な
ど
、
本
市
の
接
種
の
遅
れ
を

指
摘
す
る
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
市
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
ス
ピ
ー
ド
は
実
際
の
と
こ
ろ

ど
う
な
の
か
。
近
隣
市
の
接
種
状

況
等
も
踏
ま
え
て
伺
い
ま
す
。

○
健
康
保
険
部
長

　

本
市
と
同
規
模
の
人
口
を
持
つ

近
隣
自
治
体
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
９
月
10
日
に
確
認
し
た
限
り

で
は
、
12
歳
以
上
の
人
の
接
種
率

は
、
越
谷
市
の
１
回
目
接
種
の
接

種
率
は
57
・
７
％
、
２
回
目
接
種

の
接
種
率
は
45
・
０
％
、
草
加
市

の
１
回
目
接
種
の
接
種
率
は
約

44
％
、
２
回
目
接
種
の
接
種
率
は

約
33
％
、
上
尾
市
の
１
回
目
接
種

の
接
種
率
は
56
・
５
％
、
２
回
目

接
種
の
接
種
率
は
43
・
５
％
、
川

口
市
の
１
回
目
接
種
の
接
種
率
は

54
・
９
％
、
２
回
目
接
種
の
接
種

率
は
41
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、

本
市
の
１
回
目
接
種
の
接
種
率
が

57
・
１
％
、
２
回
目
接
種
の
接
種

率
が
44
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
市
の
接
種
は
他
市
と

比
較
し
て
も
順
調
に
進
ん
で
い
る

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

近
年
で
は
、
上
場
企
業
を
中
心

に
、
早
期
退
職
優
待
制
度
を
活
用

し
て
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
促

す
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
方
々
の
中
に
は
、
創
業

や
起
業
を
考
え
て
い
る
方
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

で
、
こ
の
よ
う
な
方
々
を
支
援
す

る
た
め
に
、
本
市
で
は
「
か
す
か

ベ
ン
チ
ャ
ー
応
援
補
助
金
」
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
制
度
は
、
店
舗

や
事
務
所
等
の
改
装
や
設
備
費
、

ま
た
、
店
舗
な
ど
の
借
り
入
れ
に

伴
う
仲
介
手
数
料
、
原
材
料
費
、

広
告
費
な
ど
は
補
助
の
対
象
で
す

が
、
事
務
所
と
し
て
部
屋
を
借
り

る
際
の
賃
料
は
対
象
に
含
ま
れ
な

い
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
支
援
を
拡

充
す
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
賃
料

も
対
象
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

も
の
か
、
本
市
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

○
環
境
経
済
部
長

　

家
賃
補
助
に
つ
い
て
は
、
一
定

の
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
一
方
で
補
助
が
終
了
す
る
と

固
定
費
の
持
ち
出
し
が
増
加
し
、

経
営
安
定
の
妨
げ
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

起
業
家
に
と
っ
て
は
、
一
番
は
開

業
資
金
が
重
要
な
要
素
で
す
。
そ

の
た
め
、
か
す
か
ベ
ン
チ
ャ
ー
応

援
補
助
金
で
は
、
改
装
費
用
や
設

備
費
、
広
告
宣
伝
費
な
ど
の
初
期

投
資
の
部
分
に
補
助
を
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
か
す
か
ベ
ン
チ
ャ
ー
応

援
補
助
金
は
、
市
内
の
各
駅
を
中

心
と
し
た
エ
リ
ア
を
対
象
地
域
と

し
て
順
次
拡
大
し
、
事
務
所
機
能

も
含
め
た
創
業
に
関
し
て
は
、
支

援
す
る
た
め
、
有
効
な
支
援
と
な

る
よ
う
制
度
設
計
し
て
い
き
ま
す
。

　

交
通
死
亡
事
故
の
現
状
を
見
る

と
、
歩
行
者
が
35
・
６
％
、
自
転

車
乗
車
中
が
15
・
３
％
で
死
者
数

の
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
海

外
主
要
国
と
比
べ
て
割
合
が
突
出

し
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
６
月
28
日
、
千
葉
県
八
街

市
で
下
校
中
の
小
学
生
の
列
に
大

型
ト
ラ
ッ
ク
が
突
っ
込
み
、
２
人

が
死
亡
、
３
人
が
重
傷
を
負
う
痛

ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

現
場
と
な
っ
た
道
路
は
過
去
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
歩
道
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
整
備
が
要
望
さ
れ
て
い
な
が
ら
、

対
策
が
図
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
は
本
当
に
悔
や
ま
れ
ま
す
。

　

本
市
で
も
登
下
校
時
の
交
通
事

故
が
令
和
元
年
は
２
件
、
２
年
は

５
件
、
３
年
は
９
月
１
日
現
在
で

３
件
発
生
し
て
お
り
、
通
学
路
の

安
全
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

本
市
で
は
八
街
市
の
事
故
を
受

け
て
学
校
に
通
学
路
の
緊
急
点
検

を
依
頼
し
た
結
果
、
27
カ
所
・
41

件
の
要
望
が
出
さ
れ
、
現
在
５
件

が
対
応
済
み
で
す
。
ま
た
、
こ
の

ほ
か
に
も
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
毎

年
多
く
の
通
学
路
に
関
す
る
要
望

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
対
応
し

き
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

事
故
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
通
学
路
で
児
童
生
徒
の

安
全
を
守
る
た
め
、
早
急
に
歩
道

の
整
備
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、

市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

○
建
設
部
長

　

歩
道
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し

て
い
ま
す
が
、
現
況
で
は
歩
道
設

置
が
難
し
く
、
用
地
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
設
置
な
ど
整
備
方

法
を
工
夫
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

ワクチン接種会場の様子

起

業

家

に

対

す

る

支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

海
老
原
光
男

議
員
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